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新型コロナウイルスに負けないぞ！／にこにここども園

全員協議会
令和２年度、町の重点事業について真剣議論！
全員協議会
令和２年度、町の重点事業について真剣議論！

●●4

ズバリ!!町政を問う
３議員が一般質問
ズバリ!!町政を問う
３議員が一般質問

●●11

徹底議論!!
多核種除去設備等処理水の取扱いについて
徹底議論!!
多核種除去設備等処理水の取扱いについて

●●２

●●6 こんなことが決まりました
５月臨時会・６月定例会
こんなことが決まりました
５月臨時会・６月定例会

6月の
定例会
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全員協議会　 多核種除去設備等  処理水の取扱いについて

徹底議論！！

問　
雨
水
や
自
然
界
に
存
在

す
る
レ
ベ
ル
ま
で
濃
度
が
下

が
れ
ば
処
分
は
や
む
を
得
な

い
と
思
う
。
Ａ
Ｌ
Ｐ
Ｓ
で
複

数
回
処
理
を
し
、
足
り
な
け

れ
ば
タ
ン
ク
を
増
設
し
、
長

期
保
管
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

国
の
考
え
は
。

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
自
然
減
衰
す
る
に
は
相
当

の
年
月
を
要
し
、
廃
止
措
置

が
終
了
す
る
ま
で
に
処
理
水

を
処
分
す
る
事
が
求
め
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
処
分

方
法
を
ど
う
す
る
か
な
ど
長

期
保
管
の
可
能
性
も
含
め

様
々
な
意
見
を
聞
き
な
が
ら

検
討
し
ま
す
。

問　
貯
蔵
す
る
場
所
が
無
く

な
れ
ば
地
元
住
民
の
理
解
が

得
ら
れ
無
く
て
も
処
分
す
る

の
か
。

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　

以
前「
関
係
者
の
理
解
な

く
し
て
い
か
な
る
処
分
も
行

わ
な
い
」旨
を
漁
連
と
約
束
し

て
お
り
、
地
元
住
民
の
理
解

な
く
処
分
す
る
こ
と
は
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
間
接
的
な
風
評
被
害
対

策
ま
で
し
っ
か
り
示
さ
れ
な
い

と
不
安
で
あ
る
。
風
評
被
害

対
策
が
示
さ
れ
た
上
で
方
針

決
定
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
具
体
的
な
対
策
を
打
ち
出

せ
る
段
階
に
な
い
も
の
の
、

方
針
を
決
定
す
る
際
に
は
風

評
被
害
対
策
も
し
っ
か
り
と

打
ち
出
し
て
い
き
ま
す
。

問　

海
洋
放
出
が
困
難
と

な
っ
た
場
合
に
備
え
、
タ
ン
ク

の
増
設
や
敷
地
外
の
土
地
の

確
保
及
び
許
認
可
に
つ
い
て

万
が
一
に
備
え
取
り
組
ん
で
お

く
こ
と
も
必
要
と
考
え
る
が
。

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
敷
地
外
貯
蔵
に
関
し
て
は

様
々
な
課
題
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
意
見
を
聞
き
な
が
ら
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
ト
リ
チ
ウ
ム
以
外
の
核

種
に
つ
い
て
２
次
処
理
を
行

い
基
準
値
以
下
に
し
て
い
く

そ
の
処
理
状
況
と
数
値
な
ど

の
資
料
提
示
を
。

答　
資
源
エ
ネ
ル
ギ
ー
庁

　
今
年
度
中
に
東
京
電
力
が

試
験
的
に
２
次
処
理
を
行
う

約
束
を
し
て
お
り
、
基
準
以

下
に
出
来
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
き
ま
す
。

安藤正純議員佐藤教宏議員

遠藤一善議員

渡辺三男議員高野匠美議員

質

応
疑疑

答答

【富岡町議会からの意見】
◆様々な資料やシュミレーション結果を準備した上で今後も議論を継続して実施すべき。
◆答えありきの議論ではなく、様々な可能性を踏まえた上で検討段階から動きをみせ
ていくことが必要と考える。
◆風評被害対策をしっかりと提示し、風評を発生させない対策についても検討願う。

処理水の取扱いについて説明する木野参事官 １F敷地内に設置されたタンク群

多核種除去設備等処理水（ALPS処理水）とは
　雨水や地下水が原子炉建屋に入り、燃料デブリと接触し汚染水となったものを汲み上
げ、ALPSという浄化設備で浄化した水です。放射性物質の除去を実施しているものの
水の成分とほとんど変わらない「トリチウム」という放射性物質はこの設備では取り除け
ないため、処理水として福島第一原子力発電所敷地内のタンクに約120万トン貯蔵され
ています。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（令和２年４月23日時点）

【トリチウム水タスクフォース報告】
◆技術的に可能である５つの処分方法
　①地層注入　②海洋放出　③水蒸気放出
　④水素放出　⑤地下埋設

◆①及び④⑤の処分方法は技術的、規制の観点
　から非常に難しい

【多核種除去設備等処理水の取扱いに 
関する小委員会報告】

◆５つの処分方法のうち、前例や実績から　
　②「海洋放出」
　③「水蒸気放出」
　　　　　　　　の２つが現実的である

【国の説明①　「なぜ処分が必要なのか？」】
◆現在の計画では、2022年夏ごろには増え続ける処理水によりタンクが満杯となる。
◆福島県の復興には福島第一原発の廃炉が不可欠であり、廃炉に不可欠なデブリの取り出し、廃棄物の一

時保管所のため、敷地内にタンクを増やし続けることが出来ない。

◆２つの方法の中でも、放出設備の取扱いやモニタリングが比較的容易であることから「海洋
放出」のほうがより確実に処分を実施できる。

◆国際機関（国際原子力機関：IAEA）は、この専門家会議の検討結果を、「科学的な分析に基
づくもの」と評価

【国の方針決定に向けて】
上記の報告を受け、地元をはじめとした様々な幅広い関係者の意見を伺ってい
る段階であり、今後それらの意見を踏まえて政府として方針を決定する。

【国の説明②　「汚染水を減らす取り組みについて」】
◆デブリを冷やした水を浄化して循環したり、凍土壁やサブドレンなどの地下水対策により、汚染水の発

生量は減っている。（対策前　１日約540トン　⇒　対策後　１日約180トン）
◆タンク設置ペースは「２日に１基」から「１週間に１基」へ減少している。
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　令和２年４月７日に富岡町役場　全員協議会室にて全員協議会を開催し、「多核種除去設備等処理水の取
扱い」について資源エネルギー庁　原子力発電所事故収束対応室より説明を受けました。そこで交わされた
議員からの質問や意見を受け、去る令和２年６月10日の全員協議会で２回目の説明が行われました。
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全員協議会　 令和２年度、町の重   点事業について真剣議論！　 令和２年度、町の重   点事業について真剣議論！

答　
福
祉
課
長

　
人
員
や
施
設
運
営
に
つ
い
て
は
、

専
門
家
か
ら
意
見
を
頂
き
な
が
ら

検
討
し
て
い
ま
す
。

【
ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
整
備
】

問　
富
岡
町
が
原
発
事
故
で
受

け
た
影
響
を
し
っ
か
り
と
伝
え
る

施
設
に
し
て
も
ら
い
た
い
。
合
わ

せ
て
運
営
・
維
持
コ
ス
ト
の
圧
縮

検
討
を
願
う
。（
安
藤
正
純
）

答　
生
涯
学
習
課　
係
長

　
風
化
を
防
ぐ
観
点
か
ら
も
保
全

し
た
資
料
、
町
民
の
証
言
も
含
め

て
展
示
を
充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
等
圧
縮
で
き

る
よ
う
に
検
討
し
ま
す
。

問　
展
示
可
能
な
資
料
は
あ
る

の
か
、
ま
た
個
人
所
有
の
資
料
の

借
用
許
可
の
問
題
は
。

（
宇
佐
神
幸
一
）

答　
生
涯
学
習
課　
係
長

　
遺
跡
の
発
掘
資
料
や
県
立
博
物

館
の
資
料
等
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

個
人
資
料
の
展
示
に
関
し
て
も
レ

ス
キ
ュ
ー
の
際
に
理
解
頂
い
て
い

ま
す
。

【
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
奨
励
事
業
】

問　
実
際
に
支
出
し
た
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
費
が

10
万
円
未
満
の
事
業
者
に
も
全

額
支
給
す
る
の
か
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
産
業
振
興
課
長

　
今
後
も
継
続
し
て
対
策
を
実
施

し
て
い
た
だ
く
観
点
か
ら
10
万
円

を
支
給
し
ま
す
。

【
共
生
型
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

整
備
事
業
】

問　
高
齢
者
施
設
の
た
め
、
天

候
や
気
温
等
へ
の
配
慮
、
工
夫
が

必
要
で
あ
り
、
予
算
も
膨
大
に
な

る
と
考
え
る
が
削
減
し
て
い
く
考

え
は
。（
堀
本
典
明
）

答　
福
祉
課　
係
長

　

高
齢
者
が
利
用
し
や
す
い
設
計

に
つ
い
て
様
々
な
提
案
を
踏
ま
え

検
討
し
な
が
ら
、
予
算
に
つ
い
て

も
可
能
な
限
り
削
減
に
努
め
ま
す
。

問　
運
営
に
至
っ
て
ス
タ
ッ
フ
な

ど
施
設
運
営
に
関
す
る
検
討
状

況
は
。（
佐
藤
啓
憲
） 質

応
疑疑

答答

【新型コロナウイルス感染拡大防止対策】 【共生型サポート拠点整備事業】（令和４年春開館予定）

【アーカイブ施設整備事業】（令和３年夏開館予定）

＜概　　要＞
　町内での感染防止対策として、町内生活機能の喪失を防止することを目的に事業者自らが感染拡
大防止対策を行った場合に１事業者１回に限り10万円を交付するもの

＜対象経費＞
　新型コロナウイルス感染予防対策に要する費用
　　例）職員のマスク着用、消毒液の設置、定期的な消毒作業、テレワークの推奨、窓口の間仕切り
　　　 等の設置、感染防止対策のポスター、のぼり旗の設置等

＜対象事業者＞
　町内に店舗・事業所を有し、町内で事業を実施している中小企業及び個人事業主
　で、令和２年７月31日までに富岡町商工会へ加入している事業者など

＜給付の要件＞
　①申請時点で、町内で事業活動を営んでいること
　②今後も安定した事業活動を継続するため、感染防止対策を
　　実施する事業者
　③全ての町税に滞納がないこと

＜概　　要＞
　町立富岡第二小学校跡地にトータルサポート施設と介護保
健施設を整備するもの

＜検討状況＞
　入居者が過ごしやすい居住空間と誰もが訪れやすく、交流
しやすい配置とし、平屋建ての分棟で検討を実施中

＜施　　設＞
●特別養護老人ホーム（広域型╱50床）
●ショートステイ（短期入所生活介護）
●トータルサポートセンター　　　　　　約4,000㎡

＜主な展示項目＞
１．富岡町の成り立ち・地域の特徴展示
　①富岡町の成り立ち　②今に続くまちづくり　③富岡町のなりわい
　④日常のいとなみ　⑤富岡町の近現代〜昭和・平成史

２．震災遺産展示
　①東北地方太平洋沖地震と複合災害　②全町避難と災害克服へ　
　③地域資料と震災遺産の保全　など

＜想定事業＞
　〇定期的な企画展・講演会等普及事業
　〇郷土学習講座等の生涯学習事業
　〇小・中・高との連携による郷土学習・複合災害に関する学習
　〇県内関連施設と連携した伝承・普及事業　など

＜概　　要＞
　今後の大規模な経済危機や災害などにより安定経営に支障が生じた町内事業者に対し、無利子で
運転資金を貸し付けるもの（産業振興貸付金）

＜貸付内容＞
　①貸付額：500万円まで　②利子：無利子　③償還期間：10年以内（据置１年）
　④その他：連帯保証人が必要
　※貸付対象者及び貸付要件がありますので、詳細は担当：産業振興課まで

◆新型コロナウイルス感染症対策奨励事業　 （申請期限：令和２年８月12日）
◆共生型サポート拠点整備基本計画を報告

◆展示概要について現在の検討状況を報告

◆危機関連貸付 役場庁舎入口にも消毒液を設置

平面計画図（検討中）

順調に進む建築工事

様々な展示が検討されている内観図

サポート拠点鳥瞰図
※基本計画時点での参考図面です。
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定例会・臨時会　工事契約

【工期の変更】
　曲田都市計画街路４号線築造工事（３
工区）その２の工期延長について、可決
しました。

（５月臨時会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○工期　令和２年５月29日までを
　　　　令和２年６月30日に変更
○変更理由  
　新型コロナウイルス感染拡大防止に

伴う非常事態宣言により、資材納入
に遅れが生じたため。

【契約金額の変更】
　富岡産業団地整備工事に係る契約金
額の変更について、可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○契約金額  39億4158万960円を
　　　　　  40億4237万5420円に変更
○変更理由  
　他事業で発生する土砂の提供が見込

めなくなり、想定していた盛土材の
一部を購入土に変更することとなっ
たため。

工
事
変
更
契
約

工
事
変
更
契
約

定例会・臨時会　工事変更契約・動産取得

【契約金額の変更】
　曲田都市計画街路４号線築造工事（５
工区）に係る契約金額の変更について、
可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の変更概要】
○契約金額  １億9668万円を
　　　　　  ２億683万4100円に変更
○変更理由  
　地盤改良工及び構造物撤去工の増及

び仮排水工が追加となったため。

【老朽化したスクールバスを更新】
　スクールバス１台の取得について、可
決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決

○取得予定価格　816万5218円
○契約相手方  
　富岡町大字本岡字本町217番地
　渡部自動車整備工場
○その他  
　車種：TOYOTA　COASTER

動
産
取
得

動
産
取
得

【６月定例会のあらまし】
　令和２年６月定例会は６月17日から18日まで２日間の会期で開催しました。
　条例の制定、改正案件や工事請負契約及び変更案件、動産取得や人事案件、令和２年度補正予算
など、23件の議案を慎重に審議し、すべて原案のとおり可決しました。
　一般質問では３議員が登壇し、今後直面する課題や町政運営のあり方について問いただしました。

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

こ
ん
な
こ
と
が

こ
ん
な
こ
と
が

ま
り
ま
し
た

ま
り
ま
し
た

決

［子どもの遊び場・交流拠点整備へ］
　富岡町地域交流館整備工事の請負
契約について、可決しました。

（５月臨時会）　全会一致　原案可決
【工事請負契約の概要】
○工期　令和３年２月26日まで
○契約金額　４億480万円
○契約相手方  
　富岡町中央一丁目92番地
　桂建設株式会社

［大原地区の営農再開加速へ］
　大原地区基盤整備工事の請負契約
について、可決しました。

（６月定例会）　賛成６・反対３　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工期　令和３年３月19日まで
○契約金額　２億8875万円
○契約相手方  
　富岡町大字本岡字王塚646番地１
　株式会社　丸東

［カントリーエレベーター整備事業］
①敷地造成工事
　敷地造成工事の請負契約について、
可決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決
【工事請負契約の概要】
○工期　令和２年11月30日まで
○契約金額　8737万3000円
○契約相手方  
　富岡町大字本岡字王塚332番地３
　株式会社　高葉建設

②建築工事
　建築工事の請負契約について、可
決しました。

（６月定例会）　全会一致　原案可決
【工事請負契約の概要】
○工期　令和３年３月31日まで
○契約金額　16億9400万円
○契約相手方  
　東京都千代田区外神田４丁目７番２号
　株式会社　サタケ

［JR夜ノ森駅前待合室整備へ］
　JR夜ノ森駅東口待合室建築工事の
請負契約について、可決しました。

（５月臨時会）　全会一致　原案可決

【工事請負契約の概要】
○工期　令和２年11月27日まで
○契約金額　6259万円
○契約相手方  
　富岡町大字小浜字反町24番地４
　株式会社　倉伸

地域交流館整備イメージ旧夜ノ森駅をイメージした待合室

基盤整備が行われる大原地区

工
事
契
約

工
事
契
約

【
産
業
団
地
変
更
契
約
】

問　
盛
土
材
の
購
入
土
へ
の
変

更
と
の
事
だ
が
、
３
月
の
強
風

の
際
に
山
砂
が
舞
い
上
が
り
近

隣
に
迷
惑
を
か
け
た
。
今
後
は

そ
う
い
う
こ
と
が
な
い
よ
う
に

対
応
願
う
。（
佐
藤
啓
憲
）

答　
都
市
整
備
課
長

　

今
後
は
山
砂
の
上
に
破
砕
さ

れ
た
岩
石
を
上
に
敷
く
な
ど
、
飛

散
を
少
な
く
す
る
対
策
を
施
し

な
が
ら
工
事
を
進
め
ま
す
。

【
大
原
地
区
基
盤
整
備
工
事
】

問　
将
来
を
見
据
え
て
ほ
場
整

備
に
よ
り
農
地
を
大
型
化
す
べ

き
と
考
え
る
が
、
利
便
性
の
向

上
程
度
と
な
る
基
盤
整
備
で
と

判
断
し
た
経
緯
は
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

国
と
の
調
整
に
よ
る
財
源
確

保
の
状
況
や
換
地
等
踏
ま
え
た

地
権
者
調
整
が
困
難
な
こ
と
、

作
付
け
を
実
施
し
な
が
ら
整
備

可
能
と
い
う
こ
と
か
ら
今
回
は

基
盤
整
備
を
選
択
し
ま
し
た
。

【
カ
ン
ト
リ
ー
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
整
備
】

問　
施
工
業
者
に
つ
い
て
、
２

社
か
ら
応
募
と
の
こ
と
だ
が
、

業
者
選
定
の
理
由
は
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

業
者
か
ら
の
提
案
方
式
で
審

査
を
実
施
し
、
金
額
と
し
て
は

高
額
だ
が
、
将
来
的
な
維
持
管

理
費
も
含
め
、
近
隣
市
町
村
で

の
実
績
、
会
社
の
考
え
や
姿
勢

等
を
総
合
的
に
審
査
し
決
定
し

ま
し
た
。

問　
施
設
内
の
道
路
が
狭
い
と

感
じ
る
が
、
駐
車
場
も
含
め
繁

忙
期
な
ど
十
分
な
ス
ペ
ー
ス
確

保
が
出
来
る
の
か
。（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

提
案
段
階
の
配
置
計
画
で
あ

り
、
一
般
車
が
出
入
り
す
る
施
設

で
は
な
い
こ
と
か
ら
対
応
可
能
と

判
断
し
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
繁
忙

期
の
状
況
等
踏
ま
え
今
後
検
討

し
ま
す
。

質

応
疑疑

答答
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富
岡
町
固
定
資
産
評
価
審

査
委
員
会
条
例
の
一
部
を

改
正

　
行
政
手
続
等
に
お
け
る
情
報

通
信
の
技
術
の
利
用
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
税
条
例
の
一
部
を

改
正

　

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
等
の
施
行
に
伴
い
、

所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る

条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

　
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
の
施
行
及
び
令
和
２

年
度
国
民
健
康
保
険
税
の
課
税

額
算
定
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
手
数
料
条
例
の

一
部
を
改
正

　

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の

個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号

の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
の
一

部
改
正
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
し
よ
う
と
す
る
条
例
を
可
決

し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正

　
介
護
保
険
法
施
行
令
の
改
正

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ
う

と
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

条
例
改
正

条
例
改
正

【
児
童
館
条
例
廃
止
】

問　
児
童
館
が
解
体
さ
れ
た

が
、
以
前
は
働
い
て
い
る
保
護

者
の
勤
務
時
間
を
加
味
し
子

ど
も
を
預
か
っ
て
い
た
。
移
住

定
住
を
考
え
た
時
に
子
育
て

環
境
が
充
実
し
て
い
な
い
の
は

マ
イ
ナ
ス
で
あ
る
。
代
替
案
を

用
意
し
て
か
ら
廃
止
と
す
べ
き

と
考
え
る
が
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
教
育
総
務
課
長

　

現
在
は
、
富
岡
校
に
て
放

課
後
、
バ
ス
出
発
時
間
ま
で

余
暇
を
過
ご
し
て
い
ま
す
が
、

同
等
の
施
設
の
必
要
性
は
感

じ
て
い
ま
す
。
目
的
や
役
割

の
異
な
る
施
設
が
あ
る
の
で

富
岡
町
に
合
っ
た
施
設
整
備

を
検
討
し
ま
す
。

【
産
業
振
興
貸
付
金
条
例
】

問　
事
業
継
続
が
困
難
な
事

業
者
も
い
る
こ
と
か
ら
貸
し
倒

れ
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
貸
付

額
と
同
等
の
担
保
物
件
を
有

す
る
よ
う
な
連
帯
保
証
人
に
す

る
な
ど
の
対
応
を
。

（
渡
辺
三
男
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

企
業
の
経
営
状
況
を
み
て

貸
付
し
、
連
帯
保
証
人
も
返

済
能
力
の
有
無
な
ど
し
っ
か

り
確
認
し
た
上
で
貸
付
を
お

こ
な
い
ま
す
。

問　
返
済
が
困
難
と
な
っ
た

際
に
国
か
ら
の
財
政
補
て
ん
等

は
あ
る
の
か
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

国
か
ら
の
補
て
ん
は
あ
り

ま
せ
ん
。
町
の
負
担
と
な
り

ま
す
。

問　
今
の
富
岡
町
の
現
状
で
、

ど
の
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
の

か
早
急
に
示
す
こ
と
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
か
。

（
遠
藤
一
善
）

答　
教
育
総
務
課
長

　

早
急
に
、
今
で
き
る
こ
と

を
整
理
し
、
皆
さ
ん
に
周
知

出
来
る
よ
う
な
体
制
を
整
え

ま
す
。

定例会・臨時会　人事案件・条例改正定例会・臨時会　条例改正・条例廃止

質

応
疑疑

答答

【
大
原
地
区
基
盤
整
備
工
事
】

【
討　
　

論
】

未
来
の
可
能
性
へ　

《
反
　
対
》

　
渡
辺
正
道
　
議
員

　

国
際
教
育
研
究
拠
点
の

候
補
地
の
一
つ
と
し
て
考
え

た
時
に
非
常
に
有
用
に
活

用
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と

考
え
る
た
め
反
対
。
地
権

者
の
意
向
は
あ
る
程
度
勘

案
し
た
上
で
の
事
業
実
施

で
あ
り
、
議
案
提
出
に
至

る
ま
で
の
関
係
諸
氏
の
労

苦
に
は
敬
意
を
表
す
る
が

反
対
。

《
賛
　
成
》

　
宇
佐
神
幸
一
　
議
員

　
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
富

岡
町
の
農
業
施
策
を
考
え

た
上
で
必
要
不
可
欠
な
事

業
と
考
え
る
た
め
賛
成
。

（
採　
決
）

 

賛
成
６
・
反
対
３

 

賛
成
多
数
・
原
案
可
決

人
権
擁
護
委
員
と
し
て

適
任
で
あ
る

佐
藤　
惠
子
さ
ん

　
富
岡
町
人
権
擁
護
委
員
の
任

期
満
了
に
伴
い
、
新
た
に
佐
藤

惠
子
さ
ん
を
推
薦
す
る
諮
問
が

提
出
さ
れ
、
適
任
で
あ
る
と
決

議
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員

会
委
員
と
し
て
適
任
で
あ
る

伏
見　
克
彦
さ
ん

　
富
岡
町
固
定
資
産
評
価
審
査

委
員
会
委
員
の
任
期
満
了
に
伴

い
、
新
た
に
伏
見
克
彦
さ
ん
を

適
任
で
あ
る
と
決
議
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
令
和
２
年
７
月
１
日

か
ら
の
３
年
間
で
す
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致　
原
案
可
決

滝
沢
一
美
副
町
長

再
任
の
ご
あ
い
さ
つ

　
町
長
を
補
佐
し
、
富
岡
町
の

復
興
・
再
生
に
向
け
、
引
き
続

き
頑
張
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

人
事
案
件

人
事
案
件

副
町
長
に
現
職
の

滝
沢
一
美
さ
ん
を
再
任

　
富
岡
町
副
町
長
の
任
期
満
了

に
伴
い
、
現
副
町
長
の
滝
沢
一

美
さ
ん
を
再
任
す
る
こ
と
に
賛

成
多
数
で
同
意
し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
令
和
２
年
６
月
20

日
か
ら
の
４
年
間
で
す
。

（
６
月
定
例
会
）

賛
成
８
票
・
反
対
１
票

滝沢一美さん
（小浜行政区）

富
岡
町
指
定
地
域
密
着
型

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
事

業
の
人
員
、
設
備
及
び
運

営
並
び
に
指
定
地
域
密
着

型
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
に

係
る
介
護
予
防
の
た
め
の

効
果
的
な
支
援
の
方
法
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正

　
介
護
保
険
法
施
行
規
則
等
の

一
部
を
改
正
す
る
省
令
の
公
布

に
伴
い
、
所
要
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

　

富
岡
町
国
民
健
康
保
険
条

例
の
一
部
を
改
正

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
感
染
し
た
被
保
険
者
等
に

係
る
傷
病
手
当
金
の
支
給
に
関

す
る
特
例
を
定
め
る
た
め
、
所

要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す
る
条

例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
産
業
振
興
貸
付
金

条
例
の
一
部
を
改
正

　
大
規
模
な
経
済
危
機
や
災
害

等
に
よ
り
経
営
の
安
定
に
支
障

が
生
じ
た
町
内
事
業
者
に
対
し
、

事
業
継
続
の
た
め
の
支
援
を
行

う
た
め
、
所
要
の
改
正
を
し
よ

う
と
す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し

た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

富
岡
町
児
童
館
条
例
を

廃
止

　
富
岡
町
児
童
館
の
閉
館
、
解

体
に
伴
い
、
関
係
条
例
を
廃
止

す
る
条
例
を
可
決
し
ま
し
た
。

（
６
月
定
例
会
）

全
会
一
致  

原
案
可
決

条
例
廃
止

条
例
廃
止

条
例
改
正

条
例
改
正

富
岡
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
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一般質問は、議員が町の行財政全般にわたって執行機関に問題点をただし、
所信の表明を求めて政治姿勢を明らかにするものです。一般質問

３議員が
質　問

動画配信中！

ズバリ

うを

※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。
※QRコードを読み取ると各議員の
一般質問動画が見られます。

■安藤　正純 議員 …………………… 12
◯新型コロナウイルス感染症対策は
◯汚染水処理に対する考えは

■ 渡辺　正道 議員 …………………… 13
◯帰町・定住人口増に向けての施策は
◯緊急事態宣言下の町の体制は

■ 佐藤　教宏 議員 …………………… 14
◯今後の生涯学習事業について
◯社会教育施設等の充実を図るべき

1

2

3

宮本　皓一 町長宮本　皓一 町長 岩崎　秀一 教育長岩崎　秀一 教育長

６月定例会の一般質問に３議員が登壇し、町の対応や考えなどを問いました。
この紙面では、質問した順に質疑応答の要点をお知らせします。

とみおか議会だより 203 号とみおか議会だより 203号11 1010

一般会計一般会計

《6億4324万円を増額補正》

新型コロナ対策、農業水利施設等保全事業による増額新型コロナ対策、農業水利施設等保全事業による増額

事　業　内　容  （費目名・概要） 補 正 予 算 額
子育て世帯臨時特別給付金給付事業費 1374万円増
営農再開支援事業費（営農再開支援事業補助金） 3743万円増
農業水利施設等保全事業（ため池放射性物質対策工事費） 5億4200万円増
中小企業等支援事業費（新型コロナウイルス感染症対策奨励事業） 1300万円増
防災事務諸経費（災害備蓄品購入・感染症予防対策備品購入） 2100万円増
小・中学校教育用コンピュータ整備事業費

（在宅学習等支援用通信端末機器購入費） 549万円増

第一中学校施設維持管理諸経費（通信運搬費・工事費） 508万円増
その他（庁舎施設管理費消耗品・コミュニティ助成事業助成金等） 550万円増

　新型コロナ対策及び農業水利施設等保全事業による増額計上により６億4324万円の増額
補正を行い、総額204億7986万円となりました。補正のあった主な事業は下表のとおりです。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
奨
励
金
に

つ
い
て
、
商
工
会
加
入
の

要
件
等
が
あ
っ
た
が
、
運

用
の
緩
和
等
検
討
は
実
施

し
た
の
か
。

（
安
藤
正
純
）

答　
産
業
振
興
課
長

　

要
綱
の
中
で
商
工
会
加

入
事
業
者
以
外
の
町
内
事

業
者
に
つ
い
て
も
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策

を
実
施
す
る
事
業
者
に
は

交
付
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。

【
令
和
２
年
度
補
正
予
算
】

問　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
の
事
業
内
容
に
つ
い

て
説
明
願
う
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
住
民
課
長

　

町
が
団
体
よ
り
申
請
を

受
け
、（
一
財
）自
治
総
合
セ

ン
タ
ー
に
補
助
金
申
請
を
行

い
、
交
付
決
定
が
な
さ
れ
た

後
に
町
を
通
し
て
各
種
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
実
施
す

る
団
体
へ
補
助
金
を
交
付
す

る
も
の
で
す
。

問　
今
回
の
申
請
内
容
及

び
金
額
は
。（
佐
藤
教
宏
）

答　
住
民
課
長

　

今
回
は
伝
統
芸
能
の
承

継
・
普
及
を
目
的
に
活
動
す

る
団
体
の
備
品
の
整
備
・
更

新
申
請
１
件
で
交
付
額
は

２
５
０
万
円
と
な
り
ま
す
。

問　
中
学
校
の
工
事
費
の

内
訳
及
び
在
宅
で
の
通
信

端
末
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

に
つ
い
て
示
せ
。

（
佐
藤
教
宏
）

答　
教
育
総
務
課
長

　
今
年
３
月
の
強
風
の
際
に

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
防
球
ネ
ッ
ト

の
東
面
が
歪
曲
し
た
た
め
改

修
工
事
を
実
施
す
る
も
の
で

あ
り
、
通
信
端
末
に
つ
い
て

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
等
対
策
に
よ
る
学
び

の
補
償
と
心
の
ケ
ア
へ
の
活

用
を
目
的
と
し
て
、
夏
休
み

中
の
利
用
を
想
定
し
整
備
し

ま
す
。

質

応
疑疑

答答

定例会・臨時会　補正予算
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安藤 正純 議員

問
答

新型コロナウイルス感染症対策は
保健所と連携し新しい生活様式の定着を

問　
介
護
福
祉
施
設
及
び

保
健
師
な
ど
に
よ
る
訪
問

介
護
・
見
守
り
活
動
で
は
、

ど
の
様
な
対
策
が
と
ら
れ

た
の
か
。

答　
福
祉
課
長

　
各
施
設
で
の
面
会
制
限
や

職
員
・
入
居
者
へ
の
マ
ス
ク

着
用
及
び
消
毒
の
徹
底
、
訪

問
介
護
な
ど
の
見
守
り
活
動

に
つ
い
て
は
緊
急
の
場
合
を

除
き
電
話
確
認
で
の
対
応
と

し
ま
し
た
。

問　
町
立
小
・
中
学
校
は

小
人
数
の
た
め
、
教
室
内

で
も
一
定
の
距
離
が
保
た

れ
分
散
登
校
の
必
要
も
な

い
と
考
え
る
。
全
国
一
律

の
対
策
に
と
ら
わ
れ
な
い

富
岡
町
独
自
の
対
策
を
と

る
べ
き
で
は
。

答　
教
育
長

　
国
や
県
の
方
針
を
待
た
ず

に
町
教
育
委
員
会
の
判
断
で

対
策
を
実
施
し
ま
す
。

　
ウ
イ
ル
ス
と
の
共
存
と
い

う
新
し
い
危
機
感
を
持
っ
て
、

体
育
は
必
要
に
応
じ
て
マ
ス
ク

を
外
す
な
ど
の
熱
中
症
対
策
、

水
泳
な
ど
も
密
を
避
け
、
物

の
貸
し
借
り
を
し
な
い
な
ど
の

対
策
を
講
じ
ま
す
。

　

臨
時
休
校
と
な
っ
た
際
は

オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
の
学
び
の

確
保
と
心
の
ケ
ア
に
努
め
ま

す
。

問　
「
さ
く
ら
モ
ー
ル
と

み
お
か
」供
用
ス
ペ
ー
ス
で

の
除
菌
対
策
に
つ
い
て
指

定
管
理
者
と
は
ど
の
よ
う

に
協
議
を
し
て
い
る
の
か
。

答　
産
業
振
興
課
長

　
定
期
的
な
清
掃
時
及
び
警

備
員
の
巡
回
時
に
各
種
除
菌

対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
混
雑
時
に
お
け
る
除
菌
は

実
施
し
て
お
ら
ず
、
町
で
は

抗
菌
性
の
お
し
ぼ
り
を
配
布

し
お
客
さ
ん
自
ら
拭
い
て
も

ら
え
る
対
策
な
ど
を
検
討
し

て
い
ま
す
。

問　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
へ
の
感
染
が
心
配
さ
れ

る
方
へ
の
対
応
及
び
、
町

と
し
て
県
に「
ふ
た
ば
医

療
セ
ン
タ
ー
」へ
の
発
熱
外

来
の
設
置
を
働
き
か
け
る

べ
き
と
考
え
る
が
。

答　
健
康
づ
く
り
課
長　

　

現
在
の
対
応
と
し
て
は
、

保
健
所
・
帰
国
者
接
触
者
相

談
セ
ン
タ
ー
へ
連
絡
い
た
だ
い

て
の
対
応
と
な
り
ま
す
。
罹

患
者
及
び
濃
厚
接
触
者
は
県

が
対
応
し
、町
は
県
の
サ
ポ
ー

ト
が
出
来
る
よ
う
備
え
ま
す
。

答　
副
町
長　

　
郡
単
位
で
の
発
熱
外
来
が

な
い
の
で
、
関
係
す
る
県
相

双
保
健
所
へ
相
談
し
ま
す
。

問　
政
府
小
委
員
会
か
ら

政
府
へ
の
答
申
内
容
に
つ

い
て
、
町
は
十
分
な
精
査

を
行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
町
長　

　
関
係
者
と
の
意
見
交
換
の

場
に
お
い
て
、
国
へ
処
理
水

や
そ
の
検
討
内
容
に
関
し
て

広
く
懇
切
丁
寧
な
分
か
り
や

す
い
説
明
を
徹
底
し
て
尽
く

す
こ
と
、
国
と
し
て
の
方
針

を
打
ち
出
す
際
に
風
評
被
害

を
絶
対
発
生
さ
せ
な
い
万
全

の
対
策
を
打
ち
出
す
こ
と
、

こ
の
２
点
に
つ
い
て
申
し
上

げ
て
い
ま
す
。

問　
風
評
被
害
対
策
・
環

境
へ
の
影
響
を
考
慮
す
る
と
、

汚
染
水
を
１
０
０
年
以
上

保
管
し
自
然
減
衰
さ
せ
て

海
洋
放
出
す
る
の
が
最
善

と
考
え
る
が
町
の
考
え
は
。

答　
副
町
長　

　
町
単
独
で
の
十
分
な
確
認

や
検
討
が
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、

賛
否
を
表
明
す
る
立
場
に
は

あ
り
ま
せ
ん
。
全
員
協
議
会

で
も
意
見
が
出
さ
れ
て
お
り
、

長
期
保
管
を
含
め
国
に
は
そ

の
処
分
方
法
を
と
る
、
と
ら

な
い
な
ど
の
様
々
な
観
点
か

ら
し
っ
か
り
と
し
た
説
明
が

必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

問答
汚
染
水
処
理
に
対
す
る
考
え
は

国
に
対
し
、
慎
重
対
応
を
求
め
る

渡辺 正道 議員

問
答

帰町・定住人口増に向けての施策は
地域の魅力発信ときっかけ作りを実施

ズバリ！！ 町政を問う ズバリ！！ 町政を問う

問　
住
民
意
向
調
査
の
結

果
を
ふ
ま
え
、
帰
町
・
定

住
人
口
増
加
に
向
け
て
ど

の
よ
う
な
施
策
を
考
え
て

い
る
の
か
。

答　
町
長

　
医
療
・
福
祉
、
教
育
、
産

業
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
に

お
け
る
環
境
を
整
備
し
、
継

続
的
な
情
報
提
供
に
取
り
組

み
ま
す
。
移
住
・
定
住
の
促

進
で
は
、
専
門
誌
等
を
活
用

し
た
地
域
の
魅
力
発
信
と
首

都
圏
な
ど
で
の
相
談
会
へ
の

参
加
や
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の

開
設
な
ど
の
き
っ
か
け
作
り

に
取
り
組
み
、
ふ
る
さ
と
を

未
来
に
つ
な
い
で
い
く
施
策

に
、緊
張
感
、危
機
感
を
も
っ

て
取
り
組
み
ま
す
。

問　
発
災
ま
で
の
本
町
の

人
口
構
造
を
分
析
し
て
い

る
論
文
で
は
、
①
在
来
型

②
原
発
建
設
以
降
に
流

入
・
定
住
、
③
流
動
性
の

高
い
短
期
在
住
者
と
、
現

在
の
状
況
に
類
似
し
て
い

る
と
考
え
る
が
、
③
の
人

達
を
定
住
化
へ
つ
な
げ
る

施
策
は
。

答　
企
画
課
長

　
新
し
い
土
地
で
自
分
の
生

活
基
盤
を
築
き
上
げ
る
の
は

容
易
で
は
な
く
、
様
々
な
意

見
を
聞
き
な
が
ら
施
策
を
一

つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
く
こ

と
が
大
事
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
ま
す
。

問　
国
際
教
育
研
究
拠
点

構
想
の
有
識
者
委
員
会
最

終
素
案
が
ま
と
ま
っ
た
が
、

本
町
に
誘
致
す
べ
く
、
要

望
活
動
、
受
入
れ
態
勢
の

整
備
、
町
民
機
運
の
醸
成

等
、
現
在
の
状
況
は
。

答　
町
長

　

国
際
教
育
研
究
拠
点
を

富
岡
町
に
誘
致
し
た
い
と
い

う
気
持
ち
に
は
変
わ
り
は
あ

り
ま
せ
ん
。

答　
副
町
長

　
町
長
を
筆
頭
に
全
職
員
一

丸
と
な
っ
て
国
際
教
育
研
究

拠
点
を
富
岡
町
に
誘
致
す
べ

く
活
動
し
て
い
き
ま
す
。
執

行
部
、
議
会
、
地
元
の
盛
り

上
が
り
、
町
民
の
協
力
も
必

要
で
あ
り
、
引
き
続
き
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
新
た
な
町
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
広
く
町

民
か
ら
町
政
に
対
す
る
建

設
的
な
意
見
・
提
案
等
を

募
集
す
る
た
め
の
制
度
を

策
定
し
て
は
ど
う
か
。

答　
町
長

　
地
域
課
題
に
対
す
る
住
民

参
加
は
、
社
会
や
地
域
へ
の

興
味
・
関
心
を
高
め
、
そ
の

課
題
を
自
分
の
こ
と
と
し
て

と
ら
え
る
、
き
っ
か
け
づ
く

り
に
な
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

問　
緊
急
事
態
宣
言
下
の

事
務
事
業
の
執
行
に
お
い

て
、
ど
の
よ
う
な
体
制
で

臨
ん
だ
の
か
、
事
務
事
業

の
進
捗
に
大
き
な
影
響
は
。

答　
町
長

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
の
業
務
継
続
計
画

に
基
づ
き
、
４
月
30
日
よ
り

５
月
15
日
の
間
、
職
員
の

50
％
を
在
宅
勤
務
と
し
ま
し

た
。
感
染
症
応
急
対
応
業
務
、

町
民
生
活
維
持
の
た
め
中
断

で
き
な
い
業
務
に
専
念
し
、

一
部
業
務
を
休
止
、
縮
小
し

た
も
の
の
今
後
の
事
務
事
業

進
捗
に
大
き
な
影
響
が
な
い

状
態
で
す
。

他
自
治
体
で
の
先
進
事
例
を

調
査
・
研
究
し
な
が
ら
、
町

の
ス
タ
イ
ル
に
合
っ
た
住
民

参
加
の
方
法
を
検
討
し
ま
す
。

問　
一
般
町
民
や
児
童
・

生
徒
の
感
染
が
明
ら
か
に

な
っ
た
場
合
、
家
族
や
関

係
者
等
へ
の
不
当
な
差
別
、

偏
見
に
対
す
る
対
策
は
。

答　
町
長

　
感
染
者
が
特
定
さ
れ
る
こ

と
の
な
い
よ
う
、
個
人
情
報

の
取
扱
い
に
細
心
の
注
意
を

払
い
ま
す
。

答　
教
育
長

　

学
校
現
場
に
お
い
て
は
、

ウ
イ
ル
ス
や
感
染
防
止
の
た

め
の
行
動
を
正
し
く
知
り
、

実
践
す
る
た
め
の
事
前
学
習

を
重
視
し
つ
つ
、
い
わ
れ
な

き
風
評
被
害
や
、
偏
見
、
差

別
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
つ

い
て
も
人
権
教
育
の
観
点
か

ら
事
前
教
育
を
進
め
て
い
き

ま
す
。

感染症への対応も求められるふたば医療センター

第一原発敷地内の処理水タンク群

毎年実施されている住民意向調査

問答
緊
急
事
態
宣
言
下
の
町
の
体
制
は

職
員
の
50
％
を
在
宅
勤
務
に
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とみっぴーの追跡レポートとみっぴーの追跡レポートとみっぴーの追跡レポートとみっぴーの追跡レポート
あの質問どーなったっぴ？あの質問どーなったっぴ？あの質問どーなったっぴ？あの質問どーなったっぴ？

????

　
去
る
令
和
２
年
７
月
２
日
に
田
中
復

興
大
臣
が
双
葉
郡
内
の
視
察
及
び
意
見

交
換
に
来
庁
さ
れ
、
宮
本
町
長
は
じ
め

両
副
町
長
、
高
橋
議
長
、
堀
本
副
議
長

と
意
見
交
換
を
実
施
、
町
か
ら
の
要
望

書
を
手
交
し
ま
し
た
。

　【要
望
内
容
】

①
国
際
教
育
研
究
拠
点
の
立
地

②
帰
還
困
難
区
域
の
早
期
か
つ
着
実

な
再
生

③
放
射
線
量
低
減
に
つ
な
が
る
森
林

除
染
の
実
施

④
企
業
進
出・再
開
促
進
へ
の
取
り

組
み
強
化

⑤
復
興
予
算
の
確
保
と
人
的
支
援
の
継

続

【
田
中
復
興
大
臣
に

　  要
望
書
を
手
交
】

農業法人化を積極的に進め、大規模農業にすべき
営農の基盤を整えつつ、法人設立や企業の参入を積極的に支援
する

問
答

（令和元年度６月定例会　渡辺三男議員一般質問）

大原地区基盤整備事業の実施と、農業法人１社が設立
　令和２年度中の基盤整備事業及び農業法人応援事業の実施が実現し、更には、カントリー
エレベーター整備による、より一層の農業効率化が図られることになりました。

実 績実 績

カントリーエレベーター整備予定地 農業法人による作付けの様子

要望書を手渡す宮本町長・高橋議長

とみおか議会だより 203 号とみおか議会だより 203号15 1414

佐藤 教宏 議員

問
答

今後の生涯学習事業について
生きがいづくりなどの事業を展開

ズバリ！！ 町政を問う

問　
富
岡
町
が
賑
わ
い
を

取
り
戻
し
復
興
し
て
い
く

た
め
に
は
、
生
涯
学
習
を

通
し
た
生
き
が
い
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り
が
必
要
と
考

え
る
が
、
今
後
の
生
涯
学

習
事
業
の
展
望
は
。

答　
教
育
長

　
生
涯
学
習
事
業
は
、
豊
か

で
充
実
し
た
生
活
の
た
め
に
、

重
要
な
事
業
で
あ
る
と
認
識

し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、
来

年
夏
開
館
を
予
定
し
て
い
る

ア
ー
カ
イ
ブ
施
設
等
を
効
果

的
に
活
用
す
る
な
ど
、
一
人

ひ
と
り
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

生
き
生
き
と
暮
ら
せ
る
地
域

づ
く
り
を
目
指
し
、
様
々
な

事
業
を
展
開
し
ま
す
。

問　
生
涯
学
習
を
推
進
し

て
い
く
う
え
で
、
社
会
教

育
の
専
門
家
で
あ
る
社
会

教
育
委
員
及
び
社
会
教
育

主
事
の
助
言
が
必
要
で
あ

る
と
思
う
が
、
現
在
の
状

況
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長

　
広
い
視
野
で
の
企
画
立
案
、

施
策
実
施
の
た
め
に
、
助
言

し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
必
要
な

こ
と
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
社
会
教
育
委
員
及
び
社
会

教
育
主
事
と
と
も
に
、
社
会

教
育
の
在
り
方
や
、
社
会
教

育
事
業
の
再
開
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

問　
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
既
存
施
設
の
設
備
や

器
具
等
を
充
実
さ
せ
、
利

用
者
が
増
え
る
こ
と
で
、

交
流
人
口
の
増
加
や
町
民

の
健
康
増
進
に
寄
与
し
、

復
興
の
一
助
と
な
る
と
思

う
が
町
の
考
え
は
。

答　
教
育
長

　
交
流
人
口
の
増
加
や
町
民

の
健
康
増
進
は
、多
様
な
方
々

が
交
流
す
る
ま
ち
づ
く
り
に

と
っ
て
大
切
な
要
素
で
す
。

施
設
ご
と
の
利
用
状
況
や
器

具
更
新
等
の
必
要
性
を
確
認

の
上
、
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
な

が
ら
充
実
し
た
施
設
環
境
を

目
指
し
、
検
討
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

答　
生
涯
学
習
課
長

　
老
朽
化
が
進
ん
で
い
る
備

品
等
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
購

入
及
び
更
新
等
を
実
施
し
、

施
設
の
充
実
を
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

問　
ス
ポ
ー
ツ
財
団
の
調

査
で
、
全
国
で
一
番
登
録

チ
ー
ム
が
多
い
の
は
軟
式

野
球
と
の
結
果
が
出
て
い

る
が
、
昼
夜
を
通
し
て
競

技
が
で
き
る
よ
う
野
球
場

に
も
ナ
イ
タ
ー
を
設
置
す

る
こ
と
で
、
交
流
人
口
の

増
加
、
町
民
の
健
康
増
進

を
図
っ
て
は
ど
う
か
。

答　
生
涯
学
習
課
長　

　
今
後
、
野
球
場
の
利
用
状

況
や
町
の
野
球
チ
ー
ム
の
状

況
を
鑑
み
な
が
ら
検
討
し
ま

す
。

問　
町
民
の
健
全
な
心
身

の
発
達
や
教
育
文
化
や
ス

ポ
ー
ツ
振
興
を
図
る
た
め

の
体
験
が
で
き
る
合
宿
セ

ン
タ
ー
が
富
岡
町
の
活
性

化
に
は
必
要
不
可
欠
と
思

う
が
町
の
考
え
は
。

答　
生
涯
学
習
課
長　

　
前
年
度
に
町
内
で
合
宿
を

し
、
宿
泊
施
設
利
用
に
関
す

る
助
成
金
の
申
請
が
あ
っ
た

団
体
が
４
団
体
で
し
た
。
合

宿
施
設
に
関
し
て
は
、
当
面

の
間
は
宿
泊
費
の
助
成
を
継

続
し
つ
つ
、
様
々
な
条
件
を

考
慮
し
な
が
ら
検
討
し
ま
す
。

問答
社
会
教
育
施
設
等
の
充
実
を
図
る
べ
き

施
設
環
境
の
充
実
を
目
指
し
検
討
す
る

生涯学習での活用が期待されるアーカイブ施設（建設中）

ナイター設備が整備されていない野球場
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【
所
管
課
】

○
総
務
課

○
企
画
課

○
税
務
課

○
住
民
課

○
教
育
総
務
課

○
生
涯
学
習
課

○
出
納
室

○
議
会
事
務
局

※常任委員会とは①
　本会議前に議案などを事前に審査したり、各課
　の事務の執行状況などを調査する場です。

改修が予定されている新田団地

総務文教常任委員会が調査した主な事業について報告します。 委員長　安藤正純 １番委員　佐藤啓憲 ２番委員　堀本典明 ３番委員　渡辺三男副委員長　渡辺正道

総務文教常任委員会

Q 前年度と比較して、令和２年度固定資産税の課税標準額が減少しているが主な理
由は何か。また、家屋の課税標準額は大きく増加しているがその理由も説明を。

《 令和２年度固定資産税の課税額減少理由は 》

A 主な理由としては、家屋の解体が進んだこと及び東京電力HD㈱の所有する償却資産
分が20％程度マイナスとなったためと考えられます。家屋に関しては、町内の新築
家屋やアパート、工場等の建設の影響と考えます。　　　　　　　　　　　 【税務課】

Q 町営住宅、借上げ型も含め空き家が目立つ、今後、帰還困難区域内の新田団地
整備も始まることから入居条件を緩和すべき。

《 町営住宅入居条件の緩和を 》

A 現在、仮設住宅、借り上げ住宅等の家賃補助が終了し、応募や問い合わせが増加して
います。状況を見極めながら単身世帯の入居等、条件緩和を検討していきます。　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　【総務課】

Q 新型コロナウイルス感染症予防対策に係る職員の在宅勤務等について、環境整備
が急務と考えるが、町の考えは。

《 在宅勤務等の環境整備を 》

A 今回、緊急対応で庁舎内にサテライトオフィスを設置し、管理者による在宅勤務の際
のパソコンやデータの持ち出し管理を実施しました。セキュリティやシステム構築等
の環境整備には相当の費用がかかると見込まれますが、国のガイドラインに則り体制
確保に努めます。　　　

Q 仮設住宅等からの移転が進んでいるが、移転完了の時期や解体時期はいつ頃と
見込んでいるのか。

《 仮設住宅、移転完了時期及び解体時期の見込みは 》

A 入居者の移転時期としては特定延長者含め７月中旬頃と見込んでいます。仮設住宅の
解体時期に関しましては、今後福島県の担当と調整します。　　　　　　　   【住民課】

Q 新型コロナウイルス感染症予防対策により、富岡小中学校でも休校措置がとられ
たが、保護者及び児童・生徒のフォローや授業時間確保への今後の予定はどう考
えているか。

《 新型コロナウイルスによる休校措置への今後の対応は 》

A 家庭には休校期間中、週１回学校から電話連絡をし、
特に心配や困りごと等は確認されていません。長期間
の休校となったため、今後は夏休み期間の短縮等を検
討しています。  【教育総務課】

Q 供用開始した旧大原本店だが、駐車場が分かりにくい、何台分確保しているのか。
またアナウンスや、看板等の表示は。

《 町指定文化財の旧大原本店の駐車場、案内表示を 》

A 建物東側に６台～７台分確保してあります。看板等による周知は今後きちんと利用者
が分かりやすいよう対応します。  【生涯学習課】

【富岡町指定文化財　大原本店旧店舗】
□公開時間：9：00～17：00（平日のみ、入館無料）

□中央商店街の歴史的建造物です。
　建造当時の趣が感じられる２階和室や、看板

建築のモルタルデザインを是非ご覧ください。

【企画課】

とみおか議会だより 203 号とみおか議会だより 203号17 1616
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【
所
管
課
】

○
い
わ
き
支
所

○
郡
山
支
所

○
都
市
整
備
課

○
福
祉
課

○
健
康
づ
く
り
課

○
農
業
委
員
会

○
産
業
振
興
課

○
生
活
環
境
課

※常任委員会とは②
　全議員が必ずどちらかの常任委員会に所属します。
　行政視察や事業の現地視察も実施します。

【生活環境課】
適切な保全が求められる桜並木 歩道で生い茂る雑草

整備が進む夜ノ森駅西口

Q 歩道部分の除草が年１回だと不十分、歩行者が道路側に出てしまい危険なので対
応を願う。また、街路樹の枝払い、特に桜について様々な意見が寄せられている
ので保全や安全の観点から改善を。

《 道路維持管理、歩行者等の安全確保を 》

A 町道の除草は国の補助を受け年１回、生育状況を見ながら除草剤を散布しています。
歩道の通行に支障がないよう、場所によっては追加除草も検討していきます。
街路樹、特に桜については枝払いをしながら保全していかねばならないものと認識し
ており、専門家の意見を聞きながら今後の対応を検討します。　　　　【都市整備課】

Q 新型コロナウイルス感染症予防対策により、中止となってしまった乳がん検診に
ついて、医療機関での個別検査ではなく、集団検診での検査を望む声が聞こえ
る。関係機関と代替日の調整の上、実施願いたい。

《 中止となった乳がん検診の代替日調整を願う 》

A 要望は把握しており、現在福島県保健衛生協会と日程の調整を実施しています。
他市町村も同様の状況の為、厳しい状況ではありますが今年度中に実施出来るよう引
き続き調整します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　          【健康づくり課】

Q 夜ノ森駅が完成し、見栄えが良くなっている。利用者へ西口の完成イメージ等周
知すべきと考えるが。

《 夜ノ森駅西口の整備工事、完成イメージ周知を 》

A 西口に関しましては、車が回れるよ
うなロータリーを整備します。工事
看板に完成イメージを表示する等、
案内も検討します。　　　　　　　
　 【都市整備課】

Q 再開を検討する事業者がわかりやすいように対象事業の具体的な例示をすべき。
また、要件にあるバリケード設置に関しての確認は国なのか、町なのか。　

《 特定復興再生拠点区域内での事業再開について 》

A 対象事業の具体案の例示を検討します。また、バリケードに関する確認は町が確認し
ます。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

Q 未解体の建物も未だ多い状況が続いているが、継続について町の対応は。
《 生活再建支援金制度、引き続き申請期限の延長を 》

A 帰還困難区域の小良ヶ浜など解体が開始されていない区域もあることから、解体申請
を出した段階で解体とみなす運用と合わせ、国及び県に引き続き強く要望していきま
す。

Q 災害時の避難所における感染症対策の物品購入について、購入する具体的な
物品及び数量は。

《 災害時感染症対策の物品購入内訳は 》

A 災害発生時の避難所における感染症対策として間仕切り及
び段ボールベッド、６畳に２名として200セット、400名
分を購入予定です。

Q 町内は単身者が多い、実情にあっていないと考えるが。

A 町内の居住状況が加味しきれていない部分があるため、プ
ライバシーの保護や避難所の活用可能なスペース等を踏ま
えて数量等検討します。　　　　　　　　　　

【生活環境課】

【産業振興課】

委員長　宇佐神幸一

産業厚生常任委員会
１番委員　佐藤教宏 ２番委員　遠藤一善 ３番委員　高橋実産業厚生常任委員会が調査した主な事業について報告します。 副委員長　高野匠美

【生活環境課】

とみおか議会だより 203 号とみおか議会だより 203号19 1818
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様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆様の先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

様々なイベント等で、町民の方から多く聞かれるのは『富岡町から遠く離れた土地で長
く避難生活を送っていると、富岡町が今どうなっているのかわからない』という声です。 
皆様の先が見えない不安を少しでも解消できるように、富岡町の現状をお伝えします。

Step.17復興へのあゆみ復興へのあゆみ

こども園お誕生日会こども園お誕生日会

富岡川アユ稚魚放流富岡川アユ稚魚放流

地域交流館安全祈願祭地域交流館安全祈願祭

＜令和２年5月 29日に開催＞
　にこにここども園で 4 月・5 月
生まれの子どもたちのお誕生日会
が開催されました。お友達やお兄さ
ん、お姉さん達にお祝いされて嬉し
そうな子ども達の顔が素敵でした。

＜令和２年６月15日に開催＞
　富岡川漁業協同組合による稚アユ6000匹の放流が行わ
れ、富岡校の小学生が参加しました。新型コロナウイルス
による様々な活動の自粛が続く中、久しぶりに子どもたち
の明るい声が町内に響き渡りました！

＜令和２年 5月 29日に開催＞
　屋内遊び場を整備する富岡町地域
交流館の建築工事の安全祈願祭が執
り行われました。
　令和 3年 3月開館予定です。

みんなでお祝い ちょっと恥ずかしい ケーキおいしそう
だっぴ♪

施設内の完成イメージ 工事の安全を願って

天候にも恵まれ、川での活動を楽しむ小学生

元気に泳ぐアユとふれあう子どもたち

とみおか議会だより 203 号とみおか議会だより 203号21 2020

原子力等
特別委員会要望① 巨大地震による津波・

　　　 汚染水流出対策は

要望③ アクセスルート作業内容の詳細説明を

要望④ 生活支援活動の状況について

要望② 新型コロナウイルス対策の徹底と
　　　 対応マニュアル整備を求める

高野匠美議員

遠藤一善議員

安藤正純議員

宇佐神幸一議員

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

東京電力HD㈱

1号機アクセスルートの構築作業について、どの程度の
線量の場所なのか、人による作業か機械なのか、ダス
ト発生対策等詳細な説明を願う。

各町村で片付けや草刈りなどの生活支援活動を実施して
頂いているが、町民の移動や生活環境の変化、新型コロ
ナウイルスによる影響等での活動状況の変化はあるか。

地震発生時における津波対策について、津波が敷地内に
侵入した場合、汚染水となって海に流出するような事が
あると問題である。津波への対策についての考えは。

東京電力の新型コロナウイルス対策について及び第2波、
第3波で万が一罹患者が出た場合の廃炉作業等における
業務継続・停止等の体制・ルール作りが必要と考えるが。

原子炉建屋内の作業であり、被ばく線量の想定は0.57msv
で計画しています。遠隔で出来るところは遠隔で実施し、
ダスト発生箇所については水をかけ飛散抑制を図りなが
ら排気についてもフィルターを通すなど、数値をしっか
りと確認しながら安全第一で作業を実施します。

全体的な傾向として、家の片付けや草刈りは減少傾向に
あります。新型コロナウイルスの影響により、県外から
の応援職員の受入を停止していることもあり、小人数で
の実施を余儀なくされています。今後は３密対策、熱中
症対策等の作業工夫も必要と考えています。

巨大地震による津波を想定し防潮堤を建設しています。
現在、千島海溝の地震で海抜11mの津波を想定した工
事を実施しており、防潮堤を超えた場合の建屋内への
流入に関しても対策工事を進めています。

県外からの移動者は一定期間自宅待機、毎朝検温を徹
底させ、建屋内にもサーモグラフィを設置し検温を実
施しています。更にクラスターを発生させないよう勤
務内容毎に専用バスで出社させる等の対策とともに感
染者が確認された場合の継続業務、停止する業務等を
選別し、引き続き様々な対策を実施してまいります。



●９月定例会は、15日（火）～17日（木）の会期で開催する予定です。
●所定の用紙に、住所・氏名・性別・年齢（○歳代）を記入いただくだけで、
　どなたでも傍聴することができます。
●審議日程など、詳細については議会事務局までお問い合わせください。
　議会事務局　☎0240-22-2111（代表）

議会を傍聴しませんか？
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【経歴】
出身地：いわき市　小川町

いわき市立小川中学校
ソフトテニス部
福島県立ふたば未来学園高等学校
女子サッカー部
公益社団法人
富岡町さくら文化・スポーツ振興公社

【お知らせ】
毎週水曜日18：00 ～ 20：00の間、富岡町総合スポーツセンターの
多目的広場で、サッカーをやっています。富岡町に関わる様々な人
達が徐々に集まって楽しく活動しているので、興味のある方はぜひ
見学に来てください！

Ａ. 富岡高校女子サッカー部だった姉の影響で、ふたば未来学園高校で
サッカー部に入部しました。個人的にはあまり富岡町との関わりは
多くは無かったので、これから富岡町を知っていき、富岡町を良い町
にしていきたいと思います。さくらスポーツに入社し、町民の方々を
笑顔に出来るように関わっていきたいと思います。

Q. 富岡町との関わりや、これからどのように関わりについて考
　 えを聞かせてください。

Ａ. 富岡町にスーパーや飲食店などのお店を増やしたら少しずつ人が増
えて賑やかになると思います。地元の企業などと協力して高校生な
どとイベントを開き、富岡町民の方と若者と交流するのも一つの案
だと思います。

Q. 今後、富岡町が交流や賑わいを取り戻すのに必要なこと
　 はどのようなことだと思いますか？

Ａ. 富岡高校女子サッカー部だった姉の影響で、ふたば未来学園高校で
サッカー部に入部しました。個人的にはあまり富岡町との関わりは
多くは無かったので、これから富岡町を知っていき、富岡町を良い町
にしていきたいと思います。さくらスポーツに入社し、町民の方々を
笑顔に出来るように関わっていきたいと思います。

Q. 富岡町との関わりや、これからどのように関わっていきたい
　 かについて考えを聞かせてください。

Ａ. 富岡町にスーパーや飲食店などのお店を増やしたら少しずつ人が増
えて賑やかになると思います。地元の企業などと協力して高校生な
どとイベントを開き、富岡町民の方と若者と交流するのも一つの案
だと思います。

Q. 今後、富岡町が交流や賑わいを取り戻すのに必要なこと
　 はどのようなことだと思いますか？

猪狩琉依さん

【お知らせ】
毎週水曜日18：00 ～ 20：00の間、富岡町総合スポーツセンターの
多目的広場で、サッカーをやっています。富岡町に関わる様々な人
達が徐々に集まって楽しく活動しているので、興味のある方はぜひ
見学に来てください！

【経歴】
出身地：いわき市　小川町

いわき市立小川中学校
ソフトテニス部
福島県立ふたば未来学園高等学校
女子サッカー部
公益社団法人
富岡町さくら文化・スポーツ振興公社

　
「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
負

け
な
い
ぞ
！
」前
ペ
ー
ジ
、シ
リ
ー

ズ
復
興
へ
の
あ
ゆ
み
の
写
真
か
ら
、

初
夏
の
青
空
の
も
と
大
き
く
育
つ

こ
と
を
願
い
つ
つ
、
富
岡
川
に
鮎

の
稚
魚
を
放
流
し
ま
し
た
。

　
子
ど
も
達
の
笑
顔
に
幼
い
頃
の

自
分
の
姿
を
ふ
と
思
い
返
す
と
、

早
朝
か
ら
日
が
暮
れ
る
ま
で
富
岡

川
で
の
鮎
釣
り
や
、
紅
葉
川
で
の

鯉
釣
り
大
会
に
夢
中
だ
っ
た
頃
を

懐
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
未
来
を
担
う
子
ど
も
達
に
と
っ

て
、
の
び
の
び
と
夢
が
持
て
る
環

境
づ
く
り
に
議
員
一
同
努
め
て
参

り
ま
す
。
今
後
も
議
会
活
動
の
内

容
を
工
夫
し
て
、
皆
さ
ま
に
親
し

ま
れ
る「
議
会
だ
よ
り
」に
心
掛
け

て
参
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

意
見
ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

（
佐
藤　
啓
憲
）


